
第1回

女性医師の会

フオーラム

女性医師の

輝ける未来のために

.".戒,笄6・9 日(土)14:00~16:30

場所●兵庫県医師会館2階大会議室
神戸市中央区磯上通6-1-11
電話 078-231-4114

●基調講演 1如5~1印0

座長女性医師の会会長安井多i聿子

「少子化・男女共同
参画担当大臣としての日々」
前少子化・男女共同参画担当大臣

籍除"猪口邦子

N

入場無料
定員

400名

ジョーシン

猪口邦子

●シンボジウム15心0~16:30
テーマ

必要事項(①郵便番号・住所②氏名③年齢④電話⑤医師会所属の有無

⑥「女性医師の会」会員の有無)をで記入の上

申し込み

方法

「女性医師の働く環境改善に向けて」
座長女性医師の会委員渡辺弥生

コメンテーター神戸新聞論説副委員長慶山充夫

兵庫県理事清原桂子■行政の立場

大阪厚生年金病院1青野イ圭紀震病院長の立場

神戸大学皮科教授錦織千佳子■大学医局で働く立場

姫路聖マリア病院河田知子■現場から

〒651・8555神戸市中央区磯上通6・1・11
兵庫県医師会「女性医師の会・フォーラム」係へお送り下さい。
FAX

先着順で、

はがき

又は

1託児所の希望

/裏面のFAX送付用紙をこ使用下さい

定員になり次第締め切らせていただきます。

当日は託児所を会館内に用意をいたしますので、

こ希望の方はお子様の①お名前②年齢③性別をお書き添えの上

5月10日(木)までにお申し込み下さい。
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日本では女性の社会的進出に目覚まし今 、

いものがあります

しかしその中にあって、女性医師のそれは

遅れをとっているのは何故でしょうか医師

という職業は専門性の高い技術職であり、精

神面、肉体面で非常に過重な労働を強いられ

る職種であります

女性医師が男性医師と同等に働くというこ

とは、女性が抱える結婚、出産、育児、介護

といった問題を解決しなければ到底無理であ

りますこのような問題を抱えて、心ならず

も雜職していく女性医師が後を絶ちません

ごあいさつ

新しく医師になった女性が仕事を続けて行け

るように、度離職した医師が再度職場復帰

出来るように、今その問題点を熔り出し、そ

の解決に向けて模索して行きたいと思います

女性医師の働きゃすい環境を整備し、ひい

ては男性医師の負担を軽減し、男性医師も女

性医師も共に充実した仕事と、生活を送れる

ようになりたいものですそこで男性医師、

女性医師、登録医師、未登録医師の多くの方々

にお集まり願って、皆で知恵を出し合って問

題提起をしていきたいと思います

皆様の御参加を心よりお待ち申しております

安井多津子

第1回女性医師の会フォーラム
^
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女性医師の輝ける未来のために

兵庫県医師会女性医師の会

会長

平成19年6月9日困14:00~16:30

下記の申込用紙に必要事項をご記入のうえFAXで兵庫県医師会まで送信してください

住所

ふりがな

氏名

都道

府県

電話(市外局番もこ記入下さい)

医師会の所属

女性医師の会

託児所希望

有(医師会名

性別

男・女

会員・非会員

お名前(ふりがな)

(どちらかに●印をお付け下さい)

fax.078・231-8111

年齢

)・無(どちらかに●印をお付け下さい)

お子様の年齢
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